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ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
報
告
は
1

月
24
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
に
お
い
て
全
国

に
出
場
す
る
選
手
ら
が
立
谷
市
長

に
報
告
し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
の
は
、佐
藤
円
選
手（
桜

丘
小
6
年
）と
藤
井
心
愛
選
手（
中

一
小
6
年
）
の
2
人
。

　

報
告
を
受
け
た
立
谷
市
長
は
選

手
ら
を
激
励
し
、
藤
井
選
手
と
佐

藤
選
手
が
大
会
へ
の
意
気
込
み
な

ど
を
述
べ
ま
し
た
。

相
馬
か
ら
全
国
へ

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
報
告

県
文
化
振
興
財
団

顕
彰
受
賞
報
告

　

県
文
化
振
興
財
団
顕
彰
受
賞
報

告
は
2
月
8
日
、
市
役
所
で
行
わ

れ
、
相
馬
民
謡
同
好
会
の
会
員
4

人
が
立
谷
市
長
に
受
賞
を
報
告
し

ま
し
た
。

　

訪
れ
た
の
は
、
杉
本
榮
一
相
馬

民
謡
同
好
会
会
長
、
渡
邉
孝
喜
同

会
副
会
長
、
小
関
敬
義
同
会
副
会

長
、
鈴
木
一
弘
同
会
事
務
局
長
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
相
馬
民
謡
同

好
会
が
長
年
に
わ
た
っ
て
相
馬
民

謡
の
振
興
に
貢
献
し
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

同
会
を
代
表
し
て
杉
本
会
長
が

あ
い
さ
つ
し
、
立
谷
市
長
が
受
賞

を
た
た
え
ま
し
た
。

文
化
財
防
火
デ
ー

　
　
　
　
　

都
玉
神
社
で
消
防
訓
練

　

文
化
財
消
防
訓
練
は
1
月
27
日
、

市
指
定
文
化
財
の
都
玉
神
社
（
坪

田
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
消
防
署
、
市
消
防
団
、

市
女
性
消
防
隊
、
地
域
住
民
な
ど

約
80
人
が
参
加
。

　

速
や
か
な

119
番
通
報
を
行
っ
た

後
、
消
防
署
と
消
防
団
の
ポ
ン
プ

車
が
到
着
。
本
殿
よ
り
火
災
発
生

の
想
定
の
も
と
放
水
し
、
延
焼
を

防
止
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
消
火
器
を
使
っ
た
消
火

訓
練
も
行
わ
れ
、
万
一
の
火
災
に

備
え
、
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　そうま音楽夢工房第 63 回演奏会「仙台フィル
管弦楽九重奏が奏でる名曲コンサート」は 2 月
11 日、市民会館大ホールで開かれ、約 200 人の
来場者が奏でられる名曲に聞き入りました。
　訪れたのは、仙台フィルハーモニー管弦楽団の
フルート、オーボエなどの管楽器奏者、ヴァイオ
リン、ヴィオラなどの弦楽器奏者 9 人。
　コンサートは、L. アンダーソンの「舞踏会の美
女」や A. シュライナーの「だんだん小さく」な
どが演奏され、それぞれの奏者が使用する楽器紹
介を行ったほか、来場者が舞台で仙台フィルメン
バーと一緒に演奏する体験コーナーがありました。
　来場者は、管楽器と弦楽器が織りなすメロディ
の響きに魅了されたほか、曲の合間のトークで会
場が笑いに包まれるなど、和やかな雰囲気のなか
でコンサートを楽しんでいました。

仙台フィル管弦楽九重奏
　名曲コンサート

楽器演奏の体験コーナー
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災
害
市
営
住
宅
を
初
の
払
い
下
げ　

程
田
明
神
前
住
宅

青ノリ収穫に活気
松川浦

　昨年、東日本大震災以降、7 年ぶりに青ノリの収穫
を再開させ、今季は昨年以上の収穫量が期待されてい
ます。
　1 月 24 日、岩子地区の漁港から 14 隻の船が朝早く
から出港し、作業を開始。
　青ノリは受け棚の網についているところを専用の機
械で吸い取って収穫されます。
　当日は松川地区からも船が出港しており、岩子地区
と合わせて、約 1,810 キログラムの青ノリが収穫され
ました。
　収穫後、青ノリは脱水作業と放射性物質検査を経て、
地元の 4 業者が仕入れ、市内を中心に生ノリとして流
通しました。
　収穫は 5 月初旬まで、月に 8 回程度行われます。

　

市
災
害
市
営
程
田
明
神
前
住
宅

譲
渡
調
印
式
は
1
月
20
日
、
飯
豊

公
民
館
で
行
わ
れ
、
関
係
者
約
30

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
立
谷
市
長
は
「
市
は
、
一

日
で
も
早
く
復
興
住
宅
を
造
り
、

少
し
で
も
安
く
払
い
下
げ
を
行

え
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
こ
の
住
宅
を
皆
さ
ん
の
財
産

に
し
て
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い

で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

米
山
光
喜
市
議
会
議
長
が
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

払
い
下
げ
を
受
け
る
住
民
を
代

表
し
て
、
但
野
一
男
飯
豊
第
八
区

長
が
「
自
分
た
ち
の
持
ち
家
と
し

て
、
よ
り
一
層
の
愛
着
を
も
っ
て
、

周
り
の
住
民
と
支
え
あ
い
な
が
ら

暮
ら
し
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
後
、
但
野
区
長
と
立
谷
市

長
が
市
災
害
市
営
住
宅
譲
渡
契
約

書
に
署
名
し
契
約
を
取
り
交
わ
し

ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
災

害
公
営
住
宅
の
払
い
下
げ
は
当
市

が
初
め
て
。

　

今
回
、
払
い
下
げ
ら
れ
る
住
宅

は
23
棟
の
予
定
で
す
。

力
作
が
並
ぶ

支
援
学
校
即
売
会

　

県
立
相
馬
支
援
学
校
の
作
業
製

品
展
示
即
売
会
は
2
月
6
日
と

7
日
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ウ
ン
ベ

ガ
・
イ
オ
ン
相
馬
店
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
が
制
作
し
た
刺
し
子

製
品
や
手
す
き
和
紙
カ
レ
ン
ダ
ー
、

陶
器
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の

人
た
ち
が
製
品
を
買
い
求
め
ま
し

た
。

　

こ
の
展
示
即
売
会
は
、
同
校
の

作
業
学
習
で
制
作
し
た
品
物
を
展

示
即
売
す
る
も
の
で
、
学
校
で
の

教
育
活
動
を
知
ら
せ
る
啓
発
活
動

の
一
環
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

数
の
不
思
議
を
実
体
験

　
　

親
子
算
数
教
室

　

親
子
算
数
教
室
は
2
月
3
日
、

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
市
民
ら

約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
は
、
数
と
形
の
不
思
議
を

楽
し
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
算
数
へ

の
興
味
や
関
心
を
高
め
る
こ
と
、

親
子
が
一
緒
に
問
題
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
っ
て
絆
を
強
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
日
本
数
学
協
会
福
島

支
部
代
表
の
五
輪
教
一
氏
を
講
師

に
招
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
親
子
ら
は
、
キ
ャ
ベ

ツ
や
ひ
ま
わ
り
な
ど
の
植
物
の
葉

の
付
き
方
や
形
に
規
則
性
が
あ
る

こ
と
な
ど
を
知
り
、
算
数
は
教
科

書
の
上
だ
け
で
は
な
く
自
然
界
に

も
た
く
さ
ん
存
在
し
て
い
る
こ
と

を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
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子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
を　

ス
ポ
ー
ツ
笑
顔
の
教
室

　

ス
ポ
ー
ツ
笑
顔
の
教
室
は
1
月

22
日
、
八
幡
小
学
校
の
5
年
生
23

人
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
夢
先
生
は
、
J
リ
ー
グ

で
活
躍
し
た
元
サ
ッ
カ
ー
選
手
の

西
嶋
弘
之
先
生
。

　

同
教
室
は
、
体
育
館
で
体
を
動

か
す
「
ゲ
ー
ム
の
時
間
」
と
教
室

で
夢
先
生
の
体
験
談
を
も
と
に
夢

を
持
つ
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝

え
る
「
夢
ト
ー
ク
の
時
間
」
の
2

部
構
成
で
実
施
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ

こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
催
。

　
「
ゲ
ー
ム
の
時
間
」
で
、
参
加

し
た
児
童
ら
は
夢
先
生
と
協
力
し
、

楽
し
み
な
が
ら
ゲ
ー
ム
の
達
成
を

目
指
し
ま
し
た
。

　
「
夢
ト
ー
ク
の
時
間
」
で
は
、

サ
ッ
カ
ー
人
生
の
中
で
う
ま
く
い

か
ず
苦
し
い
時
も
、
夢
を
あ
き
ら

め
ず
仲
間
と
協
力
し
て
乗
り
切
っ

た
こ
と
、
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切

さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ま
し
た
。

　

運
動
能
力
測
定
イ
ベ
ン
ト
は
2

月
3
日
、
相
馬
こ
ど
も
ド
ー
ム
で

開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
野
球
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ら
約

120
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
株
式
会
社
ア

シ
ッ
ク
ス
が
東
日
本
大
震
災
で
被

災
し
た
子
ど
も
た
ち
の
支
援
活
動

の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

や
る
気
を
後
押
し
す
る
き
っ
か
け

づ
く
り
な
ど
を
目
的
に
、
昨
年
に

続
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
能
力
測
定
の
内
容
は
、

バ
ッ
ト
の
ス
イ
ン
グ
ス
ピ
ー
ド
、

投
球
ス
ピ
ー
ド
な
ど
5
種
目
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
計

測
さ
れ
る
自
分
の
数
値
に
一
喜
一

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
感
じ
る　

運
動
能
力
測
定

　
民
謡
体
験
教
室
は
2
月
8
日
、

磯
部
小
学
校
で
開
催
さ
れ
、
全
学

年
児
童
36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
は
、
地
元
の
民
謡
に
触
れ

る
こ
と
で
興
味
や
関
心
を
持
ち
、

地
元
民
謡
の
後
継
者
育
成
を
目
的

に
開
催
。

磯部盆踊りを後世に
民謡体験教室

　

当
日
は
、
磯
部
盆
踊
り
保
存
会

の
渡
邉
嘉
孝
会
長
ら
9
人
が
講
師

と
し
て
招
か
れ
、
児
童
ら
に
相
馬

盆
唄
の
歌
い
方
や
太
鼓
の
た
た
き

方
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
太
鼓
と
唄
の
パ
ー
ト

ご
と
に
分
か
れ
、
太
鼓
の
独
特
の

リ
ズ
ム
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も

必
死
に
覚
え
よ
う
と
練
習
し
、
唄

は
楽
し
く
大
き
な
声
で
歌
う
こ
と

を
念
頭
に
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

教
室
の
最
後
に
は
、
練
習
の
成

果
と
し
て
保
存
会
ら
と
児
童
は
一

緒
に
相
馬
盆
唄
を
歌
い
ま
し
た
。

　

磯
部
小
学
校
の
民
謡
体
験
教
室

は
、
毎
年
継
続
し
て
開
催
さ
れ
、

保
存
会
か
ら
の
指
導
を
受
け
た
児

童
ら
は
学
習
発
表
会
や
運
動
会
な

ど
で
、
地
元
の
住
民
の
方
に
披
露

し
て
い
ま
す
。

憂
し
な
が
ら
、
仲
間
た
ち
と
各
種

目
の
数
値
を
競
い
合
っ
て
い
ま
し

た
。
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防災マップで最高賞を受賞
川原町児童センター

　川原町児童センターに通う児童 18 人は 1 月 26
日、第 15 回ぼうさい探険隊マップコンクールで
最高賞を受賞しました。
　当コンクールは、小学生が防災や防犯をテーマ
に身近な危険個所や避難場所をまとめた手作り地
図を競いあうもの。
　川原町児童センターの「みつばち探険隊」18
人は、防災をテーマに設定し、マップを完成させ、
防災担当大臣賞を受賞しました。
　マップ制作に取り組んだ児童らは、社会福祉協
議会から高齢者の疑似体験用装具を借りるなど、
より対象者に近い目線で街中を歩き回り、実際に
見たことや感じたことをマップに盛り込みました。

地
元
食
材
を
食
べ

て
健
や
か
な
体
に

　
　

中
村
ニ
中

　

全
国
学
校
給
食
週
間
の
一
環
と

し
て
、
地
元
食
材
を
使
用
し
た
給

食
が
1
月
28
日
、
中
村
第
二
中
学

校
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
学
校
給
食
週
間
は
、
1
月

24
日
か
ら
30
日
ま
で
の
期
間
で
設

定
さ
れ
、
新
鮮
な
地
元
食
材
を
使

用
し
た
学
校
給
食
を
通
し
て
健
康

づ
く
り
を
行
う
も
の
で
す
。

　

今
回
給
食
に
使
用
さ
れ
た
の
は
、

地
元
食
材
で
あ
る
コ
ガ
レ
イ
、
大

根
、
ネ
ギ
な
ど
。

　

生
徒
た
ち
は
、
地
元
食
材
の
味

を
噛
み
し
め
な
が
ら
、
笑
顔
で
舌

鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教

室
は
1
月
29
日
、
西
部
子
ど
も
公

民
館
で
開
催
さ
れ
、
地
域
の
子
ど

世
界
で
自
分
だ
け
の
作
品
づ
く
り　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

も
た
ち
や
お
年
寄
り
の
方
な
ど
約

40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
社
会
福
祉
法
人

報
徳
会
の
主
催
で
、
地
域
の
世
代

間
交
流
を
目
的
に
開
催
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
花

の
形
を
き
れ
い
に
整
え
る
こ
と
に

苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
緒
に

参
加
し
た
お
年
寄
り
の
方
に
教
わ

り
な
が
ら
作
成
し
、
出
来
上
が
っ

た
作
品
を
感
慨
深
げ
に
眺
め
て
い

ま
し
た
。

　

完
成
し
た
作
品
は
、
参
加
者
に

自
宅
な
ど
の
鑑
賞
用
と
し
て
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
で
活
躍
す
る
女
性
の
話
を

聞
く
た
め
2
月
3
日
、
市
民
会
館

で
講
演
会
が
行
わ
れ
、
市
民
ら
約

90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
女
性
団
体
連
絡
会
、
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
推
進
会
議
の
共
催
。

　

県
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
で
あ
り
、
白
河
市
で
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
食
堂
を
営
む
鴻
巣

麻
里
香
非
営
利
任
意
団
体
Ｋ
Ａ
Ｋ

Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
代
表
理
事
を
招
き
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
講
師
の
話
を
熱

心
に
聞
き
入
り
、
講
演
会
が
終

わ
っ
た
後
も
講
師
と
多
く
の
意
見

を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

知ってほしい
子どもたちの居場所
～ふくしまで活躍する女性の講演会～


